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３学期が始まりました！ 
 明けましておめでとうございます。２０２４年の干支（十干十二支）は、

「甲辰（きのえたつ）」に当たります。「甲」は、十干の 1番目の文字で、

物事の「はじまり」を象徴し、「辰」は万物が成長し動きが盛んになる象

徴とされています。今年は、新たなことが始まり大きく成長する年と言え

そうです。 

今年は、コロナ禍以前の通常の冬休みに戻りましたが、子供たちはどの

ように過ごしたでしょうか。県内では、恒例の初売りが多くの人で賑わい、

活気あふれる日常が戻ってきました。ただ、元日から、能登半島では巨大

地震と津波に襲われ、多くの方々が被災されました。また、被害も大き

く、一週間経過しましたが、いまだ多くの方々が避難所生活を強いられて

います。１３年前の東日本大震災を思い出し、居たたまれない思いで正月を過ごされた方々も多か

ったと思います。東日本大震災では、石川県の方々から多くの御支援をいただき、大変助けられまし

た。被災された方々に、謹んでお悔やみを申し上げますと共に早期の復旧と復興を御祈念申し上げ

たいと思います。 

 さて、子供たちは１７日間の冬休みを終え、元気に登校してきました。校舎内には、「おはようご

ざいます。」や「明けましておめでとうございます。」といった、明るく元気の良い声が飛び交いま

した。また、休み中は、子供たちに大きな事故やけがもなく３学期を迎えられたことをうれしく思っ

ております。 

 ３学期は、学年のまとめの学期、６年生については小学校生活最後の学期となります。学年のまと

めをしっかりとさせ、進級・進学させたいと思います。本年も昨年同様に、皆様の御支援・御協力を

よろしくお願いいたします。 

＜入賞者紹介＞ 
おらほの町自慢絵画作品展 

金 賞 ５年 阿部 冬鈴さん 
     ６年 菅原 蒼空さん 
 
第２３回算数オリンピック 

金 賞 ６年 工藤 大和さん 

特別賞 ６年 山内 陽汰さん 

第７５回作曲コンクール本吉地区予選 

特 選 ５年 佐藤  麗さん 

入 選 ５年 菅原 結菜さん 

５年 工藤 結愛さん 

５年 高橋 美玲さん 

５年 熊谷 颯愛さん 

６年 山内 陽汰さん 

＜週時程表を変更しています＞ 
子供たちが伸び伸びと遊べる時間及び短時間で行える集会等の時間確保のために、１月９日から

２２日までを試行期間とし，業間休みを３０分にしています。それ以外の休み時間は５分です。試

行期間後，子供たちや教職員に無理がない場合には、１月２６日からの３学期間及び次年度以降

も、この時程で教育活動を実施していきます。なお、登校時刻や下校時刻の変更はありません。趣

旨を御理解の上，御協力くださいますようお願いいたします。 



 

 

＜３学期始業式 代表児童による作文発表＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１月の行事予定の追加について＞ 
（追加） １月１８日（木） 防災教育推進委員会② 
     １月１９日（金） ５・６年生校外学習 

（南三陸町東日本大震災伝承館 南三陸３１１メモリアル） 
     １月２９日（月） ４年生校外学習 （探鳥会）    

＜コミュニティ・スクールの活動紹介＞ 

～５年生の稲作学習を通して～ 

５年生は、入谷地区の産業の１つである「稲作」について学習しています。 

今年度は、１０月に行った稲刈りの後に、１１月には脱穀を行い、年明け 

には、収穫したお米を使った交流活動を予定しています。 

自粛してきた交流が元に戻ることで、子供たちには地域の魅力や人々と 

交流することの良さを感じ、地元に対する誇りを持ってほしいと思います。 

 阿部國博様をはじめ、御協力いただく皆様に心から感謝申し上げます。 

＜野球グローブの寄贈について＞ 
 現在、メジャーリーグで活躍している大谷翔平選手から、本校にもグローブの寄贈がありました
のでお知らせいたします。手紙が同封されていたので、一部抜粋して御紹介いたします。 
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 ロサンジェルス・エンゼルス・オブ・アナハイムのメジャーリーガー、大谷翔平
です。 
 この３つの野球グローブは学校への寄付となります。それ以上に私はこのグロー
ブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇気づけるためのシンボルとなることを望ん
でいます。それは、野球こそが、私が充実した人生を送る機会を与えてくれたスポ
ーツだからです。 
 このグローブを学校でお互いに共有し、野球を楽しんでもらうために、私からの
この個人的なメッセージを学校の生徒たちに伝えていただければ幸いです。 
 この機会に、グローブの寄贈をさせていただけることに感謝いたします。貴校の
益々のご発展をお祈り申し上げます。 
 

 野球しようぜ。                大谷翔平 


